
内　容

飼料用米の形状の違いが肉豚に及ぼす影響を調査

するために、籾
もみ

米粉砕、玄米全粒、玄米粉砕の各形

状の飼料用米を配合飼料中のトウモロコシと30％

代替して給与し（配合飼料中の飼料用米割合は

21％）、対照区を含め８頭ずつ４区に分けて試験を

実施した。試験には肥育後期（体重70kg-110kg）の

肉豚を用い、籾米と玄米の粉砕には２ｍｍメッシュ

の粉砕機を用いた。各試験区の飼料価格は、対照区

50.14円／kg、籾米粉砕区47.98円／kg、玄米全粒区

50.44円／kg、玄米粉砕区51.54円／kgとなった。

いずれの形状でも飼料の嗜
し

好性に問題はなく、各

区とも健康状態は良好であった。

供試豚の体重は試験期間を通して各区間に有意な

差はなく、試験期間中の日増体量（ＤＧ）も各区間

に有意差は認められなかった。飼料要求率は玄米粉

砕区が最も良く、ついで籾米粉砕区、対照区、玄米

全粒区の順となった（表１）。玄米全粒区の糞
ふん

便に

は未消化の玄米が多く排出されており、飼料要求率

が最も悪くなった原因と考えられた。

と体成績では、枝肉歩留、と体長、背脂肪厚及び

格付けなどを調査したが、全ての項目で飼料用米の

形状の違いによる有意差は認められなかった（表

２）。

肉質成績では、ロース肉の加熱損失率、硬さ、肉

色及び皮下脂肪色、粗脂肪含量などを調査したが、

いずれも飼料用米の形状の違いによる有意差は認め

られなかった（表３）。

以上の結果より、各形状の飼料用米とも配合飼料

中のトウモロコシと30％代替しても発育、と体成

績、肉質に有意な影響はなく、飼料用米の消化性を

考慮すると、粉砕籾米と粉砕玄米がトウモロコシと

の代替に適していると考えられた。

今後の方針

粉砕籾米と粉砕玄米についてトウモロコシとの代

替割合や代替給与期間を検討し、飼料用米の多給技

術を確立するとともに、肉質について、脂肪酸組成

やアミノ酸組成を調査する。
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表１　発育成績

表２　と体成績

表３　肉質成績


